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追
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弁
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送
付
す
る
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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
赤
坂
自
民
亭
と
現
行
の
法
令
上
の
緊
急
事
態
条
項
の
追
加
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
政
府
の
対
策
本
部
等
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
災
害
対
策
基
本
法

（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
三
十
年
七
月
八
日
に
「
平
成
三

十
年
（
二
千
十
八
年
）
七
月
豪
雨
非
常
災
害
対
策
本
部
」
が
設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
小
野
寺
防
衛
大
臣
は
、
災
害
派
遣
等
の

自
衛
隊
の
行
動
に
関
す
る
事
務
等
を
つ
か
さ
ど
る
防
衛
省
の
長
と
し
て
、
ま
た
、
西
村
内
閣
官
房
副
長
官
は
、
危
機
管
理
に

関
す
る
総
合
調
整
に
関
す
る
事
務
等
を
つ
か
さ
ど
る
内
閣
官
房
に
お
い
て
内
閣
官
房
長
官
の
職
務
を
助
け
る
等
の
職
務
を
行

う
者
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
非
常
災
害
対
策
本
部
長
の
求
め
に
応
じ
、
同
本
部

の
会
議
に
参
加
す
る
等
必
要
な
協
力
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
赤
坂
自
民
亭
」
に
つ
い
て
は
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
が
、
政
府
に
お
い
て
は
、
平
成
三
十
年

六
月
一
日
か
ら
官
邸
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
に
大
雨
に
関
す
る
情
報
連
絡
室
を
設
置
し
、
広
く
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
た
と
こ

一



ろ
、
同
年
七
月
五
日
午
後
に
は
、
関
係
省
庁
災
害
警
戒
会
議
を
開
催
す
る
等
し
て
、
政
府
全
体
と
し
て
必
要
な
警
戒
態
勢
を

し
き
、
そ
の
後
も
被
害
の
拡
大
を
想
定
し
て
政
府
の
対
応
体
制
を
拡
大
す
る
な
ど
、
い
か
な
る
事
態
に
も
対
応
で
き
る
万
全

の
体
制
で
対
応
に
当
た
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
緊
急
事
態
条
項
」
及
び
「
政
府
へ
の
権
限
集
中
を
容
認
す
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
く
、

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
国
会
が
発
議
し
、
国
民
投
票
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
が
、
政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
国
及
び
国
民
の
安

全
を
守
る
た
め
、
大
規
模
な
自
然
災
害
を
始
め
と
す
る
様
々
な
緊
急
事
態
へ
の
対
処
の
在
り
方
に
つ
い
て
不
断
の
点
検
を
行

い
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実
・
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

二


